別記様式第８－１

ＢＬマーク証紙頒布契約書

一般財団法人ベターリビング（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　（以下「乙」という。）とは、ＢＬマーク証紙（以下「証紙」という。）の頒布及び使用に関しての証紙頒布契約を、次の条項により締結する。

（証紙の頒布）

第 １ 条　甲は、甲の認定した住宅部品（以下「優良住宅部品」という。）「　　　　　　　　　　　　」について、この契約の有効期間中、証紙を乙に頒布する。

（証紙の貼付）

第 ２ 条　乙は、証紙を甲の指示する方法により、優良住宅部品に貼付して使用するものとし、それ以外の部品に貼付して使用してはならない。

（証紙の頒布手続）

第 ３ 条　乙は、証紙の頒布を請求するときは、別に定める様式の「ＢＬマーク証紙頒布請求書」をあらかじめ甲に提出し、証紙は、甲の定める手続きに従って受領するものとする。

（証紙の価格）

第 ４ 条　証紙の価格は、甲が定める価格によるものとする。

（保険契約の締結）

第 ５ 条　甲は、証紙が貼付されている優良住宅部品又は証紙の貼付以外の方法で表示（以下「その他の表示」という。）されている優良住宅部品について、証紙頒布契約を締結した者又はその他の表示をすることについて承諾された者及びこれらの者が住宅部品の設置にかかる設計（以下この条において「設計」という。）及び施工の方法を指示するために作成した設計・施工説明書を逸脱しない方法で設計又は施工を行なった者（これらの者の承継者を含む。）、並びに、これらの者が倒産等し、かつ、承継者がない場合に、優良住宅部品認定規程第２１条第３項に基づきこれらの者の保証責任等に代わる措置を講じる財団を被保険者とする、別紙の内容を基本的事項とした保証責任保険及び賠償責任保険契約を、一括して引受保険会社と締結するものとし、乙はこれを承諾するものとする。

２　甲は、別紙で定めるほか保険契約の詳細については、関係資料を作成し、これを乙に送付するとともにホームページに掲載するものとする。

（製品の検査）

第 ６ 条　甲は、証紙の頒布等に当たり必要があると認めたときは、優良住宅部品であることを確認するため、乙の製品につき抜き取り検査等を行うことができるものとし、乙はこれを承諾し協力するものとする。

（印刷物等への表示）

第 ７ 条　乙は、証紙又はＢＬマーク等を印刷物に掲載する等宣伝のために使用する場合には、不当景品及び不当表示防止法その他の関係法令を遵守するとともに、優良住宅部品使用者に誤解を与えるような表示又は表現を避けるように留意するほか、甲が定めた「ＢＬマーク等取扱要領」に従うものとする。

（使用状況等の報告）
第 ８ 条　乙は、年度当初の４月末日までに、前年度の証紙の使用状況等を別に定めるところにより、甲に報告するものとする。

（証紙の管理及び使用上の義務並びに是正等）

第 ９ 条  乙が証紙管理及び使用に当たって、善良な管理者としての注意義務を欠き、又は、この契約書に定められた義務の履行を怠り、若しくは、これに違反したときは、甲は乙に対し、証紙の貼付の中止、不適切な表示の是正等を求めることができる。

２　乙が前項の是正を行わなかった場合、又は証紙等の請求、管理若しくは使用について、不正な行為等が認められる場合には、甲は乙に対し、証紙の頒布停止等による措置をとることができる。

（瑕疵担保責任）

第１０条　甲は、証紙に瑕疵・欠陥が生じたときは、その責めに任ずるものとする。

（契約の解除）

第１１条　甲は、乙が優良住宅部品認定規則及びこの契約に違反したときは、この契約を解除することができる。

（契約の有効期間等）

第１２条　この契約の有効期間は、前条に該当する場合を除き、この契約が締結された日より乙が受けた当該優良住宅部品の認定が終了するまでの間とする。ただし、第５条に関しては、認定が終了した場合でも保証責任保険及び賠償責任保険による保険期間の間は、引き続き効力を有する。

２　乙は、契約の有効期間の終了後、未使用の証紙を速やかに甲に返還するものとし、事後の処理については、甲乙協議のうえ決定する。

（その他）

第１３条　この契約に定めのない事項については、甲乙協議のうえ決定するものとする。

この契約の証として、契約書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各１通を保有する。

平成　　年　　月　　日

東京都千代田区富士見2-7-2　ステージビルディング

甲　　　一般財団法人　ベ タ ー リ ビ ン グ

理 事 長　　井上　俊之
乙

別紙

優良住宅部品保証責任保険・賠償責任保険の基本的事項

Ⅰ．保証責任保険

１．保険の対象とする損害

優良住宅部品の設計・製造あるいは据付工事にかかる瑕疵が発見された場合、認定を受けた者若しくは当該住宅部品の施工者又はこれらの者の承継者がユーザーに対して行なう瑕疵の保証に要した費用、又は、認定を受けた者若しくは当該住宅部品の施工者が倒産等し、かつ、これらの者の承継者がない場合に財団によってなされる保証責任に代わる措置に要した費用を保険の対象とする。

２．保険の対象とする期間(保険責任期間)

優良住宅部品が住宅に据付けられ、引渡された後の一定期間を保険の対象とする。

３．保険金の支払基準

（１）保険金の額は、保険対象額から一定の免責額を差引いた額の８０％（１．後段の財団による保証責任に代わる措置の場合は、１００％）とする。

（２）上記（１）については、年間に支払う全ての事故についての総てん補限度額及び１事故のてん補限度額を定め、この範囲内とする。

なお、年間の各事故のてん補すべき額の合計額が総てん補限度額を超える場合の１事故のてん補額は、総てん補限度額を各事故のてん補すべき額で按分した額とし、既支給額が按分額を上回る場合は、返還により調整するものとする。

Ⅱ．賠償責任保険

１．保険の対象とする損害

優良住宅部品の設計・製造あるいは据付工事にかかる瑕疵によって生じた偶然の事故により、認定を受けた者若しくは当該住宅部品の施工者又はこれらの者の承継者がユーザーなど第三者に対して法律上の損害賠償を負担し、被害者に支払われなければならない損害賠償金、又は、認定を受けた者若しくは当該住宅部品の施工者が倒産等し、かつ、これらの者の承継者がない場合に財団によってなされる賠償責任に代わる措置に要した費用を保険の対象とする。

２．保険の対象とする期間(保険責任期間) 

優良住宅部品が住宅に据付けられ、引渡されたときから保険の対象とし、原則として保険責任期間の限度はない。

３．保険金の支払基準

（１）保険金の額は、保険対象額から一定の免責額を差引いた額とする。

（２）上記（１）については、認定を受けた企業毎に、かつ、品目毎に、年間に支払う限度額及び１事故につき支払う限度額等を、対人賠償と対物賠償ごとに定め、この範囲内とする
ＩＣタグ付ＢＬマーク証紙の取扱い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＩＣタグ付ＢＬマーク証紙の取扱いについて、ＢＬマーク頒布契約書第13条により、一般財団法人ベターリビング（以下「甲」という。）と優良住宅部品認定企業（以下「乙」という。）とは、下記の事項について定める。

記

１．ＩＣタグ付ＢＬマーク証紙の読替え

　　　ＢＬマーク証紙頒布契約書中、ＢＬマーク証紙をＩＣタグ付ＢＬマーク証紙（以下「ＩＣタグ付証紙」という。）と読替える。

２．ＩＣタグ付証紙の納入

　　甲は、　㈱日立製作所から購入するＩＣタグ付証紙について、同証紙を製作する日立化成工業株式会社（以下「丙」という。）から乙に納入させる。

３．ＩＣタグ付証紙の検査等について

一　乙は、丙よりＩＣタグ付証紙の納入がなされたときは、直ちに送付されたＣＤ－ＲＯＭデータにより、ＩＣタグ付証紙の数量について検査し、その結果（数量不足がある場合は、その補充後）を受領書により甲に報告する。

二　乙は、ＩＣタグ付証紙を貼付する時、ＩＣタグ付証紙の瑕疵について検査し、その結果、ＩＣタグ付証紙に瑕疵があり交換を求める場合は、当該証紙を甲に送付する。

三　前２号の検査の結果、ＩＣタグ付証紙に数量不足があった場合又は瑕疵あるとして送付されてきた場合は、甲は所要の措置を講じて丙を通じＩＣタグ付証紙の追加及び交換をする。

四　乙が一号及び二号による報告を行った後は、甲は、ＩＣタグ付証紙の数量不足又は瑕疵についてなんらの責任を負わない。

３．ＩＣタグ付証紙の取扱いについて

　　　ＩＣタグ付証紙の取扱いについては、乙は、別添に定める事項を尊守するものとする。
別添

ＩＣタグ付ＢＬマーク証紙の取扱い上の注意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＩＣタグ付ＢＬマーク証紙（以下「ＩＣタグ証紙」という。）には、電子データが内蔵されており、その取扱いに当たっては、下記の点に注意し、保存又は取り扱ってください。

なお、この取扱い上の注意を怠った場合は、当該ＩＣタグ付証紙の不具合に対しまして保証できない場合がありますので、ご了承ください。

記

１．ＩＣタグ付証紙を保管する際は、直射日光を避け、常温常湿の冷暗所に保存するようご配慮ください。

２．ＩＣタグ付証紙は曲率半径４５ｍｍ以上を目安とした曲面又は平坦な被着面に貼り付けてご使用ください。凸凹面や、前期曲率半径未満の曲面上ではＩＣタグ付証紙がはがれやすくなりますのでご注意ください。

３．ＩＣタグ付証紙を使用する場合には被着面の異物、油脂、水分等を予め拭き取るなど、表面が清浄な箇所に貼り付けてください。

４．ＩＣタグ付証紙には電子部品（ＩＣ）が内蔵されておりますので、以下の点にご留意ください。

①曲げたり、衝撃を与えないでください。

②直射日光の当たる窓際や、火気類の傍など高温となる場所に放置しないでください。

③湿度の高い場所や、結露しやすい場所に長期間放置されますと故障の原因になりますので、そのような場所でのご使用は極力避けてください。

④カビの付着や、昆虫類等の侵入により故障の原因になることがありますので、ご注意ください。

⑤水や液体に浸けないでください。ＩＣタグ付証紙がぬれた場合には乾いた布等で速やかに拭き取ってください。

⑥強力な電磁場、放射線場の近くでは誤作動や故障する恐れがありますのでご注意ください。

５．ＩＣタグ付証紙の印刷デザインを保護するために、以下の点にご留意してください。

①ＩＣタグ付証紙の表面を強く擦ったり、引っ掻いたりすると、印刷が剥がれることがありますので、ご注意ください。

②ＩＣタグ付証紙の変色や色落ち等の原因となる紫外線には、極力ＩＣタグ付証紙を当てないようお願いいたします。

③溶剤や洗剤で表面を強く擦ると、印刷が剥がれたり、かすれたりすることがありますので、ご注意ください。

６．チップ実装部近傍が剥離する場合がありますので、できるだけＩＣタグ付証紙を曲げたり捻ったりしないでください。

７．一度貼り付けたＩＣタグ付証紙を剥がした場合、故障の原因となりますので再び使用しないでください。

８．ＩＣタグ付証紙の運用に先駆け、貼り付け状態において、使用するリーダとの読み取り性をご確認ください。

９．ＩＣタグ付証紙はお取扱い時の外部圧力等により破損する場合も想定されますので、ＩＣタグ付証紙の破損によるアクセス不能、情報損失等が事故に繋がらないシステム運用をお願い致します。







